
平成30年　1月18日

協議会名：堺市地域公共交通バリア解消促進等協議会

評価対象事業名：バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者名
等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運
行（航）区間、整備内容等を記
載（陸上交通に係る確保維持
事業において、車両減価償却
費等国庫補助金の交付を受け
ている場合、離島航路に係る
確保維持事業において離島航
路構造改革補助（調査検討の
経費を除く。）を受けている場
合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間に
おいて、前回の事業評価結果
をどのように生活交通ネット
ワーク計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切
に実施されたかを記載。計
画どおり実施されなかった
場合には、理由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定
量的な目標・効果が達成さ
れたかを、目標ごとに記
載。目標・効果が達成でき
なかった場合には、理由等
を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより
適切な目標を記載。改善策
は、事業者の取り組みだけで
なく、地域の取り組みについて
広く記載。特に、評価結果を生
活交通ネットワーク計画にどの
ように反映させるか（方向性又
は具体的な内容）を必ず記載
すること。】

※なお、当該年度で事業が完
了した場合はその旨記載

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）

事業者が自費にて、小型3
両の納車を行った。

④事業実施の適切性

A

⑤目標・効果達成状況

引き続き、ノンステップバスの
導入を推進し利用環境の更な
るバリアフリー化に努めるとと
もに、ハイブリッドバス等の環
境に配慮した車両の導入もあ
わせて検討していきたい。

南海バス(株) ノンステップバス導入事業 A

平成29年3月末の導入率は
約32％となり、計画目標の
「平成30年度までの導入率
約34％」を達成できる見込
みである。

平成28年度においても、堺市
内で小型ノンステップバス3両
の導入が図られた。

※評価にあたっては、「事業評価を通じた地域公共交通確保維持改善事業の効果的実施にむけて（ガイダンス）」（平成25年11月）を参照し、実施。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　堺市内において、バス運行を主に担う南海バス株式会社や関係機関が協力し、乗降性能に優れたノンステップバスを導入す
ることにより、一層のバリアフリー化を推進する。
南海バス株式会社の堺市内におけるノンステップバス車両は７５台（車両数比率３２．１％、平成２７年１２月末現在）であり、さ
らに導入を推進することで、高齢者や障害者等にとって利用しやすい環境を整備する。

別添１－２

事業実施と生活交通ネットワーク計画との関連について
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